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られる。過去の研究によれば、⽯垣島の多数のサンゴ津波⽯の 14C 年代から、過去 2500

















時間関係は 1970 年代に定式化され、岩⽯の移動年代推定に使われてきた。 
 
 


















通常の緩和時間よりも遅い緩和現象を説明するには、ストレッチド指数関数：𝐽(𝑡) =𝐽&exp[−(𝑡 𝜏⁄ )./0]と呼ばれる拡張型の関数が有効であると知られている（図 2）。𝐽(𝑡)は
⻑い時間(t)をかけて獲得した磁気成分、𝐽&は津波前の磁気成分で、𝜏は緩和時間であり，
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